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憶しているが、実際にはすでに、S ＆ P の 2009 年世界市場調査・株価上昇率で









































かされて欧米に学び、急速な近代国家建設を果たした明治時代や、SONY や HONDA を輩出した戦後
の復興期に思いを馳せるにつけ、日本人はもともと好奇心に満ち、勉学や向上に対するハングリー精神
を強くもっているのだとの確信が溢れてくる。考えてみれば、SONY創業者の井深大氏や盛田昭夫氏、
HONDA創業者の本田宗一郎氏は、実業家であるとともに優秀な技術者であった。資源を持たない島国
は国内に閉じこもれるはずもなく、世界に目を向け、知恵を絞り、技術力を磨き、熱意を持って世界と
積極的に関係を持っていかねば生きていけないのである。
ダボス会議で有名な「世界経済フォーラム」2010 年版報告書で日本は「付加価値」「生産工程」「顧客
重視」といった「ものづくり」の分野で底力が非常に強いと高い評価を受けた。目先の指標に自信を失い、
政治や経済の停滞感で萎縮しがちな日本だが、国力の基盤の質はまだまだ世界最高水準にある。将来に
目を向けても、今後世界的に大きな成長が見込める携帯産業や、医療福祉・教育・電子政府といった
ICT分野では、日本の高い技術力が推進力となる。また、最近目にするようになった官民挙げてのイン
フラ事業輸出の試みは、これまで日本に眠っていた世界最高水準の工学系運営ノウハウを発掘し活用す
る新しい動きであり大いに期待したい。失敗を恐れず海外に挑んだかつての先達技術者のチャレンジ精
神を思い出すのに遅いことは決してない。日本の若い世代が自らの潜在能力に自信を持ち、好奇心を豊
かにして真摯に勉強し、ハングリーさを思い出し、そして世界に開かれたマインドで、市場の活性化と
グローバル化、そして新産業の創出に向け、挑戦を続けることが大切である。
日本の学生よ、技術者よ、今こそ立ち上がれ！
